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定価 3,000円（税別） 

 

あなたは身近にいる家族や職
場の仲間を認めていますか？ 
 
人は生まれながらに承認欲求
をもっています。この承認欲求
を満たすことによって、人は周
りから必要とされていることを
実感し、生きる価値と喜びを感
じます。 
 
少し大げさかもしれませんが、
人は承認なしでは生きていけ
ないのです。 
 
私はこの承認のパワーは人々
のやる気を引き出し、生きる価
値と幸せを与えてくれるものと
確信しています。 
 
この度、日本の承認研究の第
一人者、同志社大学政策学部
の太田肇教授の多大なるご支
援をいただき、「承認カード」が
誕生しました。 
 
承認カードは、認める視点を
利用者に提供し、誰もが誠実
に相手を「認める」ことができる
カードです。 
 
ぜひ、承認カードを活用して
身近な人から認めていってく
ださい。 
 
そして、承認することで、あな
た自身が人から必要とされ、
「ありがとう」といってもらえる人
になってほしいと切に願ってい
ます。 
 
承認でモチベーションを引き
出し、「いい会社」をつくってい
きましょう！ 

承認カード発売中！ 

全ての人がハッピーになるメソッド誕生 

大切な人を認めていますか？ 

承認でモテベーション・アップ！ 

 今号は「正しい承認の仕方」についてご紹介します。

承認は正しく行うと大きな効果がありますが、間違っ

た仕方をするとかえってモチベーションを下げてしま

うことがあります。 

 

 誰でもほめられると悪い気はしませんし、ついその

気になりますが、本物の自信につながるとは限りませ

ん。長続きする本物の自信を得るには、自分自身に

対する正確な情報が必要となります。 

 「認める」ことは、本人が気づかない優れた能力・

資質、業績、可能性などについてその「事実」を本人

に自覚させることです。長期的な自己効力感＊や有

能感は、「ほめられる」より「認められる」ことで得られ

ます。   

＊【自己効力感】課題や目標などを達成する能力が

自分にあるという感覚。または自分が何らかの働きか

けをすることができるという感覚。平たく言えば自分

の能力に対する自信。 

                                     

 例えば、上司であれば、部下が何に価値を置き、

どこで、だれにどんな風に認めてもらいたいと思って

いるかを予め把握しておくことが重要です。そのため

には部下と普段からコミュニケーションをとっておくこ

とが大切です。何でも単純にほめたり、認めたりすれ

ばいいということではありません。 

     

   

   

   

  

 上司からの承認が最も部下のモチベーションを高

めます。部下の持ち味や能力の伸びを表す指標、

組織への貢献度を表すデータや事実、顧客からの

感謝の声など、具体的で客観的な情報に基づいて、

承認を行うことが大切です。具体的であればあるほ

ど、部下は自分の気づいていなかった能力、業績、

成長、可能性について自覚することができます。ま

さに、これが承認の基本です。 

 

 認めたりほめたりすることが自己効力感をもたらす

場合にはモチベーション（内発的）を高めます。その

ポイントは①よい仕事をしたときにはできるだけ間を

おかずに認めること、②できるだけ具体的、かつ客

観的な事実を示しながら認めることです。  

 今回は、正しい承認の仕方について述べました。

正しく承認すると個人にとっては成長や生きがい、

潜在能力の発揮といった効果があり、組織にとって

は業績への好影響（生産性向上）、メンタルヘルス

の向上、離職の抑制、不祥事の減少など、様々な

大きな効果が得られます。 

 次回は、失敗する認め方、ほめ方についてご紹介

します。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

 「ほめる」より「認める」ことが大事 

 一人ひとりの承認願望を理解すること 

 具体的で客観的な事実をフィードバックする 

 自己効力感を高める認め方、ほめ方が大切 
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労働関係情報 
●厚生年金未加入問題で79

万事業所調査へ（1月14日）

政府が閣議決定した答弁書

で、厚生年金の加入資格が

あるにもかかわらず未加入と

なっている人が約200万人に

上るとの推計が明らかになっ

た。年代別では20代：71万人、

30代：52万人、40代：44万人、 

50代：35万人となっている。厚

生労働省は、加入逃れの疑

いがある約79万事業所に対

し、従業員数や労働時間を

尋ねる調査票を送って緊急

調査を行い、加入対象と判明

すれば重点的に指導するとし

ている。 

 

●65歳以上も雇用保険の適

用に（12月9日） 

厚生労働省は、65歳以上で

新たに就職した人にも雇用保

険の加入を認める方針を固

めた。失業時に最大50日分

の一時金が受け取れる。保険

料は当面、会社負担分、本

人負担分とも免除する。今年

の通常国会に改正法案を提

出。2016年度からの実施を目

指す。 

 

●第３の企業年金制度2016

年４月導入へ（12月10日） 

既存の確定給付と確定拠出

の特徴を併せ持つ第３の企

業年金制度「リスク分担型確

定給付企業年金」の内容が

固まった。20年に１度程度の

運用損失に備える「リスク対

応掛け金」の積み立てを企業

に義務付ける一方、経済危

機などで積立金が大幅に減

少した場合には給付額を減

額する。厚生労働省は、企業

年金の政令を改正し、早けれ

ば2016年４月からの導入を目

指す。 

 

●通勤手当を月15万円まで

非課税に 政府・与党方針（11

月27日） 

政府・与党は、2016年度税制

改正で、会社支給の通勤手

当・定期券に関する所得税の

非課税上限を月15万円まで

引き上げられる方針を示した。

現在の非課税枠は月10万円

を超えない範囲となっている。 

新幹線路線の伸展に伴い遠

距離通勤が増加していること

等に対応するとしている。 

労働関係法令等の最近の動き 
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平成24年の派遣法改正で新設された『労働契約申込みみなし制度』は、「違法派遣の是正にあたり、派
遣労働者の希望を踏まえつつ雇用の安定を図ること」を趣旨とし、派遣先が違法派遣と知りながら派遣労
働者を受け入れている場合、違法状態が発生した時点において、派遣先が派遣労働者に対して、派遣労
働者の派遣会社における労働条件と同一の労働条件を内容とする労働契約の申込み(直接雇用の申込
み)をしたものとみなされる制度です。 

この労働契約申込みみなし制度については平成24年の派遣法改正において猶予措置が定められ、平
成27年10月1日から施行されました。 
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ここで言う「違法な派遣」とは、以下のいずれかに該当する場合を指します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
派遣先が上記の「違法な派遣」に該当することを知らず、かつ、知らなかったことについて過失が

なかった場合は（善意無過失）、「労働契約申込みみなし制度」は適用されません。 
上記に該当する場合であって、派遣先企業がこの規定の適用を回避したい場合は、「違法な派

遣」であることを知らず、かつ知らなかったことについて過失が無かったことを自ら立証しなければな
りません。なお、派遣労働者は派遣先企業の労働契約申込みを受諾する義務はありません。 

 

“違法派遣”とは 

この制度は経過措置が設けられておらず、施行日時点で違法派遣を受け入れている場合は、善意無過
失の場合を除き、直ちに適用されます。派遣先の企業が制度を知らなかった等の理由では無過失とはい
えないため、注意が必要です。 

〈違法行為の類型〉 
1. 派遣労働者を禁止業務に従事させること 

• 知らないということは考えにくい。 
2. 無許可又は無届出の派遣会社から派遣を受け入れること 

• 許可証を確認すればわかる。許可証を偽造するなどの場合は、善意無過失と認めら
れる。 

3. 派遣期間制限に違反して派遣を受け入れること 
• 過半数労働者代表の意見聴取をせずに、派遣受入期間を超えて派遣労働者を就業

させている場合等 
4. いわゆる偽装請負等 

• いわゆる「偽装請負」とは、労働者派遣法等の規定の適用を免れる目的で、請負その
他労働者派遣以外の名目で契約を締結し、必要とされる事項を定めずに労働者派遣
の役務の提供を受けることをいう。この場合、派遣先等の主体的意思が介在する、つ
まり法の適用を「免れる目的」が必要となる。 

 
 
 
 
 
 
 

“労働契約申込みみなし”とは 

〈申し込んだとみなされる”労働契約の条件”〉 
• 違法行為の時点における派遣会社と派遣労働者との間の労働契約上の労働条件と同一

の内容となる。 
• 書面による労働契約のみならず、口頭の合意や就業規則等に定めるものも含まれる。 

 

〈申し込んだとみなされる”労働契約期間”〉 
• 労働契約期間に関する事項（始期、終期、期間）も、派遣会社と派遣労働者との間の労

働契約の内容がそのまま適用される。 
 
但し、派遣労働者が申込みを承諾しなかったときは、労働契約は成立しない。 

〈申込みを行ったとされる時点とは〉 
• 上記の「違法の行為」を行なった時点 
• 原則として、違法行為が行われた日ごとに申込み 

 
〈いつ派遣先と派遣労働者間の労働契約が成立するのか〉 
・申込みに対して「派遣労働者が承諾の意思表示をした時点」となる。 
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今回の回答者 

雇用対策法 年齢制限の禁止についての例外 社会保険労務士 
間瀬 美穂 

労働者の募集・採用の際は、原則として“年齢”による応募資格の制限や採否の決
定を行うことはできません。（雇用対策法 第10条） 原 則 

例外事由 1号 
定年年齢を上限として、その上限年齢未満の労働者を期間の定めのない労働契約
の対象として募集・採用する場合 

例外事由 2号 労働基準法その他の法令の規定により年齢制限が設けられている場合 

例外事由 3号イ 
長期勤続によるキャリア形成を図る観点から、若年者等を期間の定めのない労働契
約の対象として募集・採用する場合 

例外事由 3号ロ 
技能・ノウハウの継承を図る観点から、特定の職種において労働者数が相当程度少
ない特定の年齢層に限定し、かつ、期間の定めのない労働契約の対象として募集・
採用する場合 

例外事由 3号ハ 芸術・芸能の分野における表現の真実性などの要請がある場合 

例外事由 3号ニ 
60歳以上の高年齢または特定の年齢層の雇用を促進する施策（国の施策を活用し
ようとする場合に限る）の対象となる者に限定して募集・採用する場合 

（雇用対策法施行規則第1条の３第1項） 

・特定の「職種」・・・厚生労働省『職業分類』の小分類
もしくは細分類を参考にして下さい。 

 （例：機械・電気技術者における電気通信技術者、農
林水産業・食品技術者における水産技術者など。） 
・「特定の年齢層」とは、３０～４９歳のうちの特定の５
～１０歳幅の年齢層となります。 
・「相当程度少ない」とは、同じ年齢幅の上下の年齢層
と比較して、労働者数が２分の１以下である場合が該
当します。（０人である場合も含む） 
・人数の判断は企業単位が原則ですが、一部の事業
所で採用などの雇用管理を行っている場合は、その
事業所を単位として判断することも認められます。 

厚生労働省：労働者の募集及び採用における年齢制限禁止の義務化に係るQ＆Aより 
 

【Ｑ】 正社員だけでなく、パートやアルバイトなどの有期労働契約の社員（契約更新が繰り返され、継続的に雇用さ
れている社員を含む。）の募集・採用について、これらの社員を構成人員の算定対象とすることはできます
か？ 

【Ａ】 正社員とパート・アルバイトなどの有期労働契約の社員が同一の職種内に存在している場合については、技
能・ノウハウの継承の観点から雇用されるものとして解することが難しいことから、算定対象とすることはできま
せん。ただし、正社員がいない場合において、期間の定めのない労働契約を締結しているパートタイム社員が
いる場合には、例外事由に係る労働者の算定対象とすることが可能です。 

例外事由 

例外事由 3号 ロ について 

½ 
 

½ 
 

30歳 35歳 40歳 45歳 

【例】 
特定の職種の年齢層が３５～４０歳、年齢幅５歳の場合 

参 考 

最近、採用の現場では労働力不足の深刻
化についてよく耳にするようになりました。 

そこで今回は求人募集に関わる年齢制限
について取り上げてみました。 



〒461-0001 
名古屋市東区泉2-26-1 ホウコクビル5F 
TEL  052-937-5615  FAX  052-937-5620 
URL : http://www.delight-c.com/ 
E-mail : info@delight-c.com 

ホームページもぜひご覧ください http://www.delight-c.com/（社長とスタッフのブログ 随時更新中！） 

Editor's note 
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2月1日（月） 

12月分の健康保険料、厚生年金保険料の支払 

継続・有期事業概算保険料延納額の支払(第3期分) ※口座振替を利用しない場合 

労働者死傷病報告書の提出（休業4日未満の10月から12月分の労災事故について報告） 

税務署へ法定調書（源泉徴収票・報酬等支払調書・法定調書合計表）の提出 

市区町村への給与支払報告書の提出 

2月10日(水) 

一括有期事業開始届(建設業)届出 
■参考リンク：厚生労働省「労働保険関係各種様式」 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/roudouhoken01/yousiki.html 

1月分の源泉所得税・復興特別所得税・住民税特別徴収税額の支払 
■参考リンク：国税庁「源泉所得税及び復興特別所得税の納付期限と納期の特例」 
http://www.nta.go.jp/taxanswer/gensen/2505.htm 

2月15日(月) 
継続・有期事業概算保険料延納額の支払（第3期分※口座振替を利用する場合） 
■参考リンク：厚生労働省「労働保険料等の口座振替納付」 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/hokenryou/index.html 

2月16日(火) 
所得税の確定申告受付開始（3月15日まで） 
■参考リンク：国税庁「平成27年分確定申告特集」 
http://www.nta.go.jp/tetsuzuki/shinkoku/shotoku/tokushu/index.htm 

2月29日(月) 

1月分健康保険・厚生年金保険料の支払 
■参考リンク：日本年金機構「保険料と総報酬制について」 
https://www.nenkin.go.jp/service/kounen/hokenryo-kankei/hoshu/20140714.html 

じん肺健康管理実施状況報告書 
■参考リンク：厚生労働省「各種健康診断結果報告書」 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei36/18.html 

3月10日(木) 

一括有期事業開始届(建設業)届出  
主な対象事業：概算保険料160万円未満でかつ請負金額が1億9000万円未満の工事 

2月分の源泉所得税・復興特別所得税・住民税特別徴収分の納付 

3月15日(火) 所得税及び復興特別所得税の確定申告期限 

3月31日(木) 

有害物ばく露作業報告書の提出 
■参考リンク：厚生労働省「有害物ばく露作業報告について」 
http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/070409-1.html 

2月分健康保険・厚生年金保険料の支払  
■参考リンク：日本年金機構「保険料と総報酬制について」 
http://www.nenkin.go.jp/service/kounen/hokenryo-kankei/hoshu/20140714.html 

 
[1]労働保険料等の口座振替納付の申込 
 労働保険料等の納付は口座振替にすることができるようになっています。来年度（第1期）より口座振替とするには、 
2月25日までに口座を開設している金融機関の窓口で手続きを行う必要があります。 
 
[2]昇給の準備 
 4月昇給の事業所については、そろそろ昇給のデータや人事評価の資料の準備、日程調整などを行っておきたいも
のです。 
 
[3]来年度の36協定締結 
 従業員に法定労働時間を超えて労働させたり、休日労働をさせるためには、36協定を締結し、労働基準監督署に
届け出なければなりません。多くの企業では年度単位でこの協定の締結を行なっていますので、その協定期間を確
認し、更新時期にあたる場合には忘れずに協定の締結と届出を行いましょう。 
 
［4］1年単位の変形労働時間制に関する労使協定の作成 
 年度単位で変形労働時間制を採用している企業においては、有効期限が切れてしまいますので、労使協定や年間
カレンダーを作成しておきましょう。 

お勧め 

「人」Ｂｏｏｋ 

『人事よ、ススメ！』 

中原 淳／編著 2015.3 
碩学舎・中央経済社、1,800円+税 

「やる気をひきだすマネジメン

ト」 「“成長するしかけ”を創る」 

など、人材開発（人材育成）に

関わる12のテーマについて面

白く学べる本です。ユニークな

のは構成です。実は、この本は

企業の人事・人材開発担当者

を集めて行われた「ラーニング

イノベーション論」という、半年

間にわたる講座の様子を収録

したものです。その講座は、複

数回のセッションで「人材開発

の基礎理論・知識・事例」を学

び、最後にそれらを活かして、

自社の「人材開発のあり方」を

改善する提案を行うという、い

わゆるアクションラーニング型で

講師は毎回変わります。 

従って、本書でもワークショップ

や双方向のやりとりなどが再現

され、各単元の著者も異なりま

す。人材開発において重視さ

れる“経験”に軸足を置いた本

と言えます。 

本書を読みながら、ぜひ実践し

て振返りを行ってください。きっ

と真の学びが得られます。 

1月に入ってから急に寒さが厳しくなってまいりました。 
皆様、風邪などで体調を崩されてはいないでしょうか。 
風邪対策として「手洗い、うがいをしましょう」とよく言われていますが、音楽を聴く
ことも免疫力アップにとても良いそうです。 
かくいう私は、年始の業務が忙しい中、不覚にも風邪をひいてしまいました。 
普段、仕事を終えたら、大好きなロック音楽を聴いて疲れを癒しているはずなの
に・・・。それでも幸い風邪が悪化せず、年始の忙しさを乗り切れたのは、音楽の
力かもしれません。 
今年も大好きなロック音楽と共に、仕事に邁進していきたいと思います！ 

                                        (スダ) 


